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1. 趣 旨  

下水道は，市民の生活環境の向上及び公共用水域の水質の保全に資するために欠

かすことができない公共性，公益性の高い重要な基盤施設です。 

江田島市は，平成１６年１１月に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，佐伯郡沖美町，

佐伯郡大柿町の４町が合併して市制移行しました。 

本市の下水道事業は，平成元年に能美町の中田処理区域で事業着手を行い，平成

６年に供用を開始しました。平成２９年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民

アンケートを行いました。その結果を踏まえ，平成３０年度に事業計画の変更を行

い，未整備区域（江田島町秋月・大柿町柿浦・大柿町大君等）については，合併浄

化槽補助金による整備区域とし，令和２年度中には，江田島市の下水道の管渠整備

を概ね完了する予定です。 

今回，計画区域の縮小に伴い下水道計画が変更されたことから，平成２９年３月

に策定した江田島市下水道事業経営戦略について，施設の維持管理や改築更新に重

点を置いた経営計画に改定しました。また，少子高齢化，生活様式の多様化，省資

源化，経済成長の鈍化等の社会情勢の影響によって有収水量が減少傾向にあり，こ

れらを踏まえた下水道事業の健全な経営の維持が課題となっています。 

この「経営戦略」は，下水道計画や社会情勢の変更に対応し，今後も安定した下

水道サービスを持続的に提供していくために策定するものです。 

 

2. 経営戦略の位置付け 

本市は，平成２１年７月に総務省から通知された「公営企業の経営に当たっての

留意事項について」に基づき，平成２２年度に下水道事業の現状と課題を把握し，

将来の基本方針として「江田島市下水道ビジョン」を策定しました。 

国は，人口減少，施設の老朽化等，経営環境が厳しさを増す中，下水道サービス

を持続的・安定的に提供していくために，平成２６年８月に総務省通知の「公営企

業の経営に当たっての留意事項について」により，平成３２年度を目途に「経営戦

略」を策定し，経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組むことを要請し

ています。 

本市の下水道事業は，平成２３年度にすべての事業において，地方公営企業法の

適用を受け，企業会計への移行，平成２６年度には，地方公営企業法等の改正に伴

う新たな会計基準の適用等，これらの経営環境の変化に対応するため，現状と将来

見通しを踏まえ，中期的な視点に立った「経営戦略」を策定し，経営健全化の指針

とするものです。平成３０年度に事業計画の変更を行ったことに伴い，施設の維持

管理や改築更新に重点を置いた経営計画に改定しています。 

 

3. 計画期間 

令和２年度から令和１１年度（１０年間）
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4. 経営戦略の構成 

本市の下水道事業は，公共下水道事業，特定環境保全公共下水道事業，農業集落

排水事業の３事業を運営しています。江田島市下水道事業経営戦略は，３事業の経

営戦略を取りまとめて作成しています。 

 

5. 江田島市の下水道事業の現状 

（１）行政人口の推移 

江田島市は，平成 16 年 11 月 1 日に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，沖美町，大

柿町が合併して誕生しました。 

平成 30 年度末時点で 22,979 人と合併から 14 年で，およそ 7,000 人減少し，過疎

化が進んでいます。下水道計画区域内においても同様に年間 400 人程度減少し，今

後もこの傾向が続くと考えられます。 

 

（２）下水道事業の概要 

江田島市の下水道事業は，公共下水道事業，特定環境保全公共下水道事業，農業

集落排水事業があり，公営企業として実施しています。 

事業の実施状況については，平成元年に中田処理区域から下水道整備に着手し，

市内全域の整備計画として，公共下水道 1 処理区域，特定環境保全公共下水道 4 処

理区域，農業集落排水 2処理区域の整備を実施しています。 

平成 31 年 3 月末現在においては，処理場は整備完了･稼働中で，管渠は令和 2 年

度中に概ね整備完了の予定です。整備状況は，次のとおりです。 

  公共下水道（中央処理区域）は，面積 318.3ha・人口 3,520 人の計画で令和 2

年度中に概ね整備完了の予定です。 

  特定環境保全公共下水道（切串ほか３処理区域）は，面積 391.9ha・人口

6,830 人の計画で，中田処理区域は平成 21 年度，切串処理区域，鹿川処理区

域は平成 23 年度をもって整備完了し，大柿処理区域については，平成 30 年

度の事業計画の変更によって，整備完了となりました。 

  農業集落排水（三高ほか１処理区域）は，面積 111.3ha・人口 5,190 人の計画

で平成 19年度に整備を完了しています。 

  整備率は，公共下水道で 96.7％の面整備を完了し，特定環境保全公共下水道

及び農業集落排水は 100％完了となっています。 

  処理人口普及率（処理区域内人口÷行政区域内人口×100）は，71.4％

（16,413 人/22,979 人）です。 

  水洗化率（水洗化人口÷処理区域内人口×100）は，73.7％（12,091 人

/16,413 人）です。 
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表 5-1 下水道事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように平成 30 年度末で全体の 98.7％の整備が完了し，今後は，公共下水道の

中央処理区域の大柿町飛渡瀬地区ほか 10.4ha の管渠整備を予定しています。 

江田島市の下水道事業は，平成 6 年度の供用開始から，概ね 20 年が経過し，建設か

ら維持管理の時代に変換しつつあり，計画的な改築更新が必要となってきています。

そこで，公共下水道の中央浄化センター，特定環境保全公共下水道の中田浄化センタ

ーにおいては，計画的な改築更新を踏まえた長寿命化事業により改築更新工事を行っ

ています。また，農業集落排水事業の各施設においても，計画的な改築更新を検討し

ていきます。 

  

計画人口 計画面積 処理能力 整備面積 整備率 処理能力（現有）
現況処理水量

（日平均）
現況処理水量

（日最大）
事業着手 供用開始 整備完了予定

中央 3,520人 318.3ha 2,920㎥/日 307.9ha 96.7% 2,920㎥/日 1,567㎥/日 2,625㎥/日 H3 H9 R1

計 3,520人 318.3ha 2,920㎥/日 307.9ha 96.7% 2,920㎥/日 1,567㎥/日 2,625㎥/日

切串 1,280人 118.2ha 600㎥/日 118.2ha 100.0% 600㎥/日 248㎥/日 492㎥/日 H12 H17 H23完了

大柿 1,910人 98.3ha 1,400㎥/日 98.3ha 100.0% 1,400㎥/日 586㎥/日 1,114㎥/日 H6 H15 H30完了

中田 2,220人 102.9ha 1,760㎥/日 102.9ha 100.0% 1,760㎥/日 703㎥/日 1,273㎥/日 H1 H6 H21完了

鹿川 1,420人 72.5ha 600㎥/日 72.5ha 100.0% 600㎥/日 253㎥/日 518㎥/日 H13 H18 H23完了

計 6,830人 391.9ha 4,360㎥/日 391.9ha 100.0% 4,360㎥/日 1,790㎥/日 3,397㎥/日

三高 2,630人 59.2ha 711㎥/日 59.2ha 100.0% 711㎥/日 278㎥/日 617㎥/日 H14 H18 H19完了

沖 2,560人 52.1ha 692㎥/日 52.1ha 100.0% 692㎥/日 200㎥/日 566㎥/日 H7 H11 H12完了

計 5,190人 111.3ha 1,403㎥/日 111.3ha 100.0% 1,403㎥/日 478㎥/日 1,183㎥/日

15,540人 821.5ha 8,683㎥/日 811.1ha 98.7% 8,683㎥/日 3,835㎥/日 7,205㎥/日

※　整備率＝H30年度末整備面積/全体計画面積として算出。

合計

全体計画 現況（31年３月末現在）
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江田島市公共下水道事業 

図 5-1 下水道施設位置図 

江田島市特定環境保全公共下水道事業 

江田島市特定環境保全公共下水道事業 

江田島市農業集落排水事業 
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6. 経営の基本方針 

江田島市においては，少子高齢化や人口減少等の社会構造の変化に対応した事業

の健全な経営が求められています。このため，平成 28 年度に，持続可能な下水道事

業の実現に向け，平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を計画期間とし，「経

営戦略」を策定しました。今回，平成 30 年度の下水道計画区域縮小に伴う事業計画

の変更に伴い，令和２年度から令和 11 年度までの 10 年間を計画期間として「経営

戦略」の見直しを行い，以下の基本方針に基づき経営健全化に努めます。 

 

基本方針 

【公共下水道事業】 

  整備率は，平成 30 年度末で 96.7％です。 

  平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（江田島町秋

月等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とし，令和 2 年度中に管渠

整備は概ね完了する予定です。よって，今後の公共下水道事業は，管渠整備から

既存施設の維持管理の効率化に取り組みます。 

【特定環境保全公共下水道事業】 

  平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・

大柿町大君等）については，合併浄化槽補助金による整備区域としました。よっ

て，特定環境保全公共下水道事業は，未整備区域の削除によって整備率が 100％

となり，今後は既存施設の維持管理の効率化に取り組みます。 

【農業集落排水事業】 

  整備率は 100％であり，施設の維持管理を行ってきました。今後も改築更新事業

を計画的に行います。 

 

【下水道事業全体】 

  施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題もあることから，各施

設のストックマネジメントによる計画的な施設更新，維持管理の効率化などにつ

いて検討します。 

  使用料については，消費税が 10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10

月 1 日に行いました。同年 12 月に江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改

定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね

5 年程度で行うことが望ましいとされています。なお，使用料改定は，市民への

大きな負担増につながることから，慎重な検討が必要と考えています。 
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7. 投資･財政計画（別紙１参照） 

（１）投資計画 

【公共下水道事業】 

中央処理区域の大柿町飛渡瀬地区ほか 10.4ha の管渠築造工事及び，江田島市中央

浄化センターの改築更新工事に対する投資を予定しています。 

その他の施設の更新としては，中央処理区域のマンホールポンプ及びマンホール

鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 

 

【特定環境保全公共下水道事業】 

大須浄化センターを切串浄化センターに統合するための接続管渠工事及び大柿処

理区域の中継ポンプ場の改築更新工事に対する投資を予定しています。 

その他の施設の更新としては，特定環境保全公共下水道事業の区域内のマンホー

ルポンプ及びマンホール鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 

 

【農業集落排水事業】 

平成 30 年度の事業計画の変更によって，農業集落排水事業の大須処理区域は，特

定環境保全公共下水道へ移管されています。その他の施設の更新としては，三高・

沖処理区域の浄化センター機器や同処理区域内のマンホールポンプ及びマンホール

鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 

 

（２）財源計画 

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年度に

江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。

令和 3 年度と令和 8 年度に使用料改定を予定して積算しています。資本的収入では，

国庫補助金，企業債の借入，受益者負担金及び損益勘定留保資金での財源確保を見

込んでいます。 

 

（３）投資以外の経費 

職員給与費については，第 4 次江田島市行財政改革大綱（R2～R6）に基づき現状

に合った適正な職員数となっていることから，現状維持を見込んでいます。 

修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれな

いことや委託業者との連携による現状維持を見込んでいます。 
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8. 効率化･経営健全化の取組み 

（１）組織及び人材に関する事項 

企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排

水事業を所管し，業務管理係及び工務係の 2 係で運営しています。第 4 次江田島市

行財政改革大綱（R2～R6）に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，適正

配置を行い効率的な人事管理を行っています。 

また，本市の下水道事業においては，平成 6 年 4 月 1 日から能美町の特定環境保

全公共下水道において地方公営企業法の適用を受け特別会計から企業会計へ移行し

ています。下水道事業全体では平成 23 年 4 月 1 日に企業会計へ移行しており，公営

企業として一体的な組織による運営を行い，経費の節減を図っています。 

担当職員は，公営企業職員として，事業の能率的な経営と公共性及び企業性の発

揮に努め，目標管理や企業会計などの民間による経営管理手法を導入して，経営能

力の向上を目指します。 

また，将来の下水道事業を担う人材育成を図るため，経験のある職員による指導

や職員研修などに積極的に参加させます。 

 

（２）広域化・共同化・最適化に関する事項 

【公共下水道事業】 

平成 21 年度の計画見直しにより，大柿町飛渡瀬地区を大柿処理区域から中央処理

区域へ編入したことにより，投資経費の縮減を図っています。農業集落排水施設の

大須浄化センターで発生する汚泥を中央浄化センターへ運搬し，汚泥脱水及び処分

作業の集約を行い効率化を図っています。なお，令和 2 年度には，大須浄化センタ

ーを廃止し，特定環境保全公共下水道施設の切串処理区域へ管渠接続による統合を

行い，さらに費用を削減できると考えています。 

平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（江田島町秋月

等）については，合併浄化槽補助金による整備区域に変更しました。 

 

【特定環境保全公共下水道事業】 

大柿浄化センターでは，平成 26 年度から，江田島市前処理センター（し尿・浄化

槽汚泥脱水機施設）で脱水した,ろ液を下水道管を通じて投入し共同処理することで，

市全体の汚泥処理費の低減を図っています。平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」

に伴う住民アンケートを行いました。その結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の

変更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・大柿町大君等）については，合併浄化槽補

助金による整備区域としました。また，農業集落排水施設の大須浄化センターを廃

止し，管渠接続によって切串処理区域へ統合します。  
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【農業集落排水事業】 

農業集落排水事業の施設であった大須浄化センターを廃止し，特定環境保全公共

下水道事業の切串処理区域へ統合します。これによって，更新費及び管理運営費の

低減を図る予定です。 

 

（３）投資の平準化に関する事項 

公共下水道の面整備が令和 2 年度で概ね完了することを踏まえ，既存施設の改築

更新及び長寿命化による施設の維持に対しての投資にシフトしていきます。施設更

新の実施に当たっては，平成 30 年度に江田島市農業集落排水施設最適整備構想を策

定しており，令和元年度には江田島市下水道ストックマネジメント計画を策定し，

投資の平準化に努めます。 

 

（４）民間活力の活用に関する事項 

汚水処理施設の維持管理業務については，民間業者に業務委託しています。業務

内容は，処理場，ポンプ場等の維持管理，汚泥の運搬及び処分です。今後も委託業

者と連携を深め，経費節減に努めていきます。社会状況を把握しながら包括的民間

委託を導入するなど，民間活用の可能性を検討していきます。 

 

（５）使用料，その他の収入に関する事項 

公営企業は独立採算性により，健全な経営を維持し，経営の効率化を図ることが

原則とされています。経費のうち汚水処理費については，基本的に利用者からの使

用料で負担することとされています。江田島市の使用料改定については，消費税が

10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10 月 1日に行っています。 

なお，公共下水道，特定環境保全公共下水道，農業集落排水施設を合わせた下水

道事業全体での経営健全化を目的とし，令和元年 12 月に江田島市上下水道事業審議

会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全

化の観点から概ね 5年程度で行うことが望ましいとされています。 

また，下水道管を整備しても宅地からの排水管が接続され，水洗化されなければ

使用料収入は見込めません。よって，使用料の検討に加え，戸別訪問，市広報，ホ

ームページなどで水洗化の必要性やメリットを PR し，水洗化を促進することで投資

効果の向上を図ります。併せて水道事業との連携による，使用料の収納率の向上を

目指します。 
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（６）職員給与に関する事項 

市民サービスの向上と人件費のバランスを考慮し，最小限の人員で最大のサービ

スが提供できるように定員の適正化や職員給与の適正化に努めます。 

 

（７）動力費，薬品費，修繕費に関する事項 

汚水処理施設の維持管理委託業者と連携を図り，経費節減に努めます。 

 

（８）委託費に関する事項 

委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努めます。 

 

（９）不明水対策に関する事項 

不明水は，処理経費がかさむ要因となるため，費用対効果等を総合的に検証し，

効果的な不明水対策を図る予定です。 

 

（１０）危機管理の体制に関する事項 

自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，下水道事業業務継続計画の策定及

び職員訓練の実施により危機管理体制の強化を図ります。 

 

 

9. 経営戦略の事後検証，更新等に関する事項 

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価

（Check）・改善（Action）の PDCA サイクルを活用し，持続可能な経営に向け継続

的に改善を図ります。 
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公共下水道事業 

江田島市公共下水道事業の経営戦略は，経営戦略策定ガイドラインに沿って別紙２

の経営戦略調書に基づき，次のとおり作成しました。 

 

1. 江田島市の公共下水道事業の現状 

（１）行政人口の推移 

江田島市は，平成 16 年 11 月 1 日に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，沖美町，大

柿町が合併して誕生しました。 

平成 30 年度末時点で 22,979 人と合併から 14 年で，およそ 7,000 人減少し，過疎

化が進んでいます。公共下水道計画区域においても同様で年間 100 人程度減少し，

今後もこの傾向が続くと考えられます。 

 

（２）公共下水道事業の概要 

江田島市公共下水道事業の実施状況については，平成 3 年に中央処理区域におい

て下水道整備に着手しました。平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域に

ついては，合併浄化槽補助金による整備区域へと変更しました。 

平成 31 年 3 月末現在においては，処理場は整備完了･稼働中で，管渠は令和 2 年

度中に概ね整備完了の予定です。整備状況は，次のとおりです。 

  公共下水道は，面積 318.3ha・人口 3,520 人の計画で，整備率 96.7％で整備

中です。 

  処理人口普及率（処理区域内人口÷行政区域内人口×100）は，60.4％

（4,533 人/7,503 人）です。 

  水洗化率（水洗化人口÷処理区域内人口×100）は，81.9％（3,714 人/4,533

人）です。 

表 1-1 公共下水道事業の概要 

 

 

 

 

このように平成 30 年度末で 96.7％の整備が完了し，令和 2 年度中に，中央処理

区域の大柿町飛渡瀬地区の管渠整備をもって概ね整備完了の予定です。 

また，平成 9 年度の供用開始から，20 年程度が経過しています。そこで，中央浄

化センターにおいては，計画的な改築更新を踏まえた長寿命化事業により改築更新

工事を行っています。  

計画人口 計画面積 処理能力 整備面積 整備率 処理能力（現有）
現況処理水量

（日平均）
現況処理水量

（日最大）
事業着手 供用開始 整備完了予定

中央 3,520人 318.3ha 2,920㎥/日 307.9ha 96.7% 2,920㎥/日 1,567㎥/日 2,625㎥/日 H3 H9 R1

計 3,520人 318.3ha 2,920㎥/日 307.9ha 96.7% 2,920㎥/日 1,567㎥/日 2,625㎥/日

※　整備率＝H30年度末整備面積/全体計画面積として算出。

全体計画 現況（31年３月末現在）

処理区名事業名

公

共

下

水

道
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江田島市公共下水道事業 

図 1-1 下水道施設位置図 
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2. 経営の基本方針 

江田島市においては，少子高齢化や人口減少等の社会構造の変化に対応した事業

の健全な経営が求められています。このため，平成 28 年度に，持続可能な下水道事

業の実現に向け，平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を計画期間とし，「経

営戦略」を策定しました。今回，平成 30 年度の下水道計画区域縮小に伴う事業計画

の変更に伴い，令和 2 年度から令和 11 年度までの 10 年間を計画期間として「経営

戦略」の見直しを行い，次の基本方針に基づき経営健全化に努めます。 

 

基本方針 

  整備率は，平成 30 年度末で 96.7％です。 

  平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（江田島町秋

月等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とし，令和 2 年度中に管渠

整備は概ね完了する予定です。よって，今後の公共下水道事業は，管渠整備から

既存施設の維持管理へシフトし，施設維持の効率化に取り組んでいきます。 

  施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題もあることから，各施

設のストックマネジメントによる計画的な施設更新についても検討します。 

  使用料については，消費税が 10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10

月 1 日に行いました。令和元年 12 月に江田島市上下水道事業審議会を設置し，料

金改定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全化の観点から

概ね 5 年程度で行うことが望ましいとされています。なお，使用料改定は，市民

の大きな負担増につながることから，慎重な検討が必要と考えています。 

 

3. 投資･財政計画（別紙４参照） 

（１）投資計画 

中央処理区域の大柿町飛渡瀬地区ほか 10.4ha の管渠築造工事及び，江田島市中央

浄化センターの改築更新工事に対する投資を予定しています。 

その他の施設の更新としては，中央処理区域のマンホールポンプ及びマンホール

鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 
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（２）財源計画 

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年 12 月

に江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。

令和 3 年度と令和 8 年度に使用料改定を予定して積算しています。資本的収入では，

社会資本整備総合交付金による国庫補助金，企業債の借入，受益者負担金及び損益

勘定留保資金での財源確保を見込んでいます。 

 

（３）投資以外の経費 

職員給与費については，第 4 次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき現状に

合った適正な職員数となっていることから，現状維持を見込んでいます。 

修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれな

いことや委託業者との連携による現状維持を見込んでいます。 

 

 

4. 効率化･経営健全化の取組み 

（１）組織及び人材に関する事項 

企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排

水事業を所管し，業務管理係及び工務係の 2 係で運営しています。第 4 次江田島市

行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，適正配

置を行い効率的な人事管理を行っています。 

また，本市の下水道事業においては，平成 6 年 4 月 1 日から能美町の特定環境保

全公共下水道において地方公営企業法の適用を受け特別会計から企業会計へ移行し

ています。公共下水道事業を含む下水道事業全体では平成 23 年 4 月 1 日に企業会計

へ移行しており，公営企業として一体的な組織による運営を行い，経費の節減を図

っています。 

担当職員は，公営企業職員として，事業の能率的な経営と公共性及び企業性の発

揮に努め，目標管理や企業会計などの民間による経営管理手法を導入して，経営能

力の向上を目指します。 

また，将来の下水道事業を担う人材育成を図るため，経験のある職員による指導

や職員研修などに積極的に参加させます。 
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（２）広域化・共同化・最適化に関する事項 

平成 21 年度の計画見直しにより，大柿町飛渡瀬地区を大柿処理区域から中央処理

区域へ編入したことにより，投資経費の縮減を図っています。農業集落排水施設の

大須浄化センターで発生する汚泥を中央浄化センターへ運搬し，汚泥脱水及び処分

作業の集約を行い効率化を図っています。なお，令和 2 年度には，大須浄化センタ

ーを廃止し，特定環境保全公共下水道施設の切串処理区域へ管渠接続による統合を

行い，さらに費用を削減できると考えています。 

平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（江田島町秋月

等）については，合併浄化槽補助金による整備区域に変更しました。 

 

（３）投資の平準化に関する事項 

面整備が令和 2 年度で概ね完了することを踏まえ，既存施設の改築更新及び長寿

命化による施設の維持に対しての投資にシフトしていきます。施設更新の実施に当

たっては，令和元年度には江田島市下水道ストックマネジメント計画を策定し，投

資の平準化に努めます。 

 

（４）民間活力の活用に関する事項 

汚水処理施設の維持管理業務については，民間業者に業務委託しています。業務

内容は，処理場，ポンプ場等の維持管理，汚泥の運搬及び処分です。今後も委託業

者と連携を深め，経費節減に努めていきます。社会状況を把握しながら包括的民間

委託を導入するなど，民間活用の可能性を検討していきます。 

 

（５）使用料，その他の収入に関する事項 

公営企業は独立採算性により，健全な経営を維持し，経営の効率化を図ることが

原則とされています。経費のうち汚水処理費については，基本的に利用者からの使

用料で負担することとされています。江田島市の使用料改定については，消費税が

10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10 月 1日に行っています。 

なお，公共下水道，特定環境保全公共下水道，農業集落排水施設を合わせた下水

道事業全体での経営健全化を目的とし，令和元年 12 月に江田島市上下水道事業審議

会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全

化の観点から概ね 5年程度で行うことが望ましいとされています。 

また，下水道管を整備しても宅地からの排水管が接続され，水洗化されなければ

使用料収入は見込めません。よって，使用料の検討に加え，戸別訪問，市広報，ホ

ームページなどで水洗化の必要性やメリットを PR し，水洗化を促進することで投資

効果の向上を図ります。合わせて水道事業との連携による，使用料の収納率の向上

を目指します。 
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（６）職員給与に関する事項 

市民サービスの向上と人件費のバランスを考慮し，最小限の人員で最大のサービ

スが提供できるように定員の適正化や職員給与の適正化に努めます。 

 

（７）動力費，薬品費，修繕費に関する事項 

汚水処理施設の維持管理委託業者と連携を図り，経費節減に努めます。 

 

（８）委託費に関する事項 

委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努めます。 

 

（９）不明水対策に関する事項 

不明水は，処理経費がかさむ要因となるため，費用対効果等を総合的に検証し，

効果的な不明水対策を図る予定です。 

 

（１０）危機管理の体制に関する事項 

自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，下水道事業業務継続計画の策定及

び職員訓練の実施により危機管理体制の強化を図ります。 

 

 

5. 経営戦略の事後検証，更新等に関する事項 

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価

（Check）・改善（Action）の PDCA サイクルを活用し，持続可能な経営に向け継続

的に改善を図ります。 
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（別紙２）

令和 2 年 3 月

令和 2 年度 令和 11 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

3,467 円（税込） 3,984 円（税込）

3,467 円（税込） 3,974 円（税込）

3,467 円（税込） 3,994 円（税込）

*2　条例上の使用料とは，一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは，料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

その他の 使用 料体 系の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度

平成29年度 平成29年度

平成30年度 平成30年度

処 理 場 数 　１箇所（中央浄化センター）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

平成21年度の計画見直しにより，大柿町飛渡瀬地区を大柿処理区から中央処理区へ編入し
たことにより，投資経費の縮減を図っている。

農業集落排水施設の大須浄化センターで発生する汚泥を中央浄化センターへ運搬し，汚泥脱
水及び処分作業の集約を行い効率化を図っている。なお，令和2年度には，大須浄化センター
を廃止し，特定環境保全公共下水道施設の切串処理区域へ管渠接続による統合を行い，さら
に費用を削減できる。

*1　「広域化」とは，一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合，流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは，複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む），広域化・共同化を推進するための計画
に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知），事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を
指す。
　　 「最適化」とは，①他の事業との統廃合，②公共下水・集排，浄化槽等の各種処理施設の中から，地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理
区の統廃合を含む。），③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

処 理 区 域 内 人 口 密 度 14.7人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

無

処 理 区 数 　１処理区（中央処理区）

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成9年4月
（19年）

法適（全部適用・一部適
用 ）
非 適 の 区 分

全部適用

事 業 名 ： 江田島市公共下水道事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

江田島市下水道事業経営戦略調書

団 体 名 ： 江田島市

基本料金（円）

水量 超過料金（円/m3）

（ｍ3/月） ～5

一般用家庭水

営業汚水 660

臨時用

プール用

　備考：消費税を含んだ額は，上表により算出した額に110/100を乗じる

100

200

160 175 190 200 215 240

使　用　料

10 20 30 50

18



（別紙２）

③ 組　織

（２）民 間 活 力 の 活 用 等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは，下水汚泥･下水熱等，下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは，土地･建物等，下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた，収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添
付すること。

　別紙３「平成30年度経営比較分析表」のとおり

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）
*4

　特になし

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）
*5

　特になし

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・浄化センター，ポンプ場等の維持管理
・汚泥の運搬及び処分

 イ　指定管理者制度 　特になし

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 　特になし

職 員 数
第4次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，

適正配置を行い効率的な人事管理を行っている。

事 業 運 営 組 織
企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水事

業を所管し，業務管理係及び工務係の2係で運営している。
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（別紙２）

２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において，その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　面整備としては，中央処理区の大柿町飛渡瀬地区ほか10.4haの管渠築造工事を予定している。
　浄化センター更新としては，江田島中央浄化センターの改築更新工事を予定している。
　その他の施設の更新としては，中央処理区のマンホールポンプ及びマンホール鉄蓋の改築更新工事を予定している。

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年12月に江田島市上下水道事業審議会を
設置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。令和3年度と令和8年度に使用料改定を予定して積算している。

資本的収入では，社会資本整備総合交付金による国庫補助金，企業債の借入，受益者負担金及び損益勘定留保資金
での財源確保を見込んでいる。

職員給与費については，第4次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき現状に合った適正な職員数となっていること
から，現状維持を見込んでいる。

修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれないことや委託業者との連携による現状
維持を見込んでいる。

  整備率は平成30年度末で96.7％である。
 平成29年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行った。その結果を踏まえ，平成30年度に事業計画の
変更を行い，未整備区域（江田島町秋月等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とし，令和2年度中に管渠整
備は概ね完了する予定である。よって，今後の公共下水道事業は，管渠整備から既存施設の維持管理へシフトし，施設維
持の効率化に取り組む。
 施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題もあることから，各施設のストックマネジメントによる計画的
な施設更新，維持管理の効率化などについて検討する。
 使用料については，消費税が10パーセントになることに伴う改定を令和元年10月1日に行った。令和元年12月には江田
島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね
5年程度で行うことが望ましいとされている。なお，使用料改定は，市民の大きな負担増につながることから，慎重な検討が
必要である。

投資・財政計画（収支計画） ： 別紙４参照
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（別紙２）

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は，処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

 （１）において，純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず，赤字が発生している場合
には，赤字の解消に向けた取組の方向性，検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載する
こと。

*　（１）において黒字の場合においても，投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について，その内容
等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項
施設統廃合については，近隣に対象となる処理区域はないので考えていな

い。浄化センターの維持管理については，効率的な運営を図る予定である。

投資の平準化に関する事項

面整備が令和2年度で概ね完了することを踏まえ，既存施設の改築更新及
び長寿命化による施設の維持に対しての投資にシフトしていく。

施設更新の実施に当たっては，令和元年度には江田島市下水道ストックマ
ネジメント計画を策定し，投資の平準化に努める。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

　特になし

その他の取組
平成29年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行った。そ

の結果を踏まえ，平成30年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（江田島
町秋月等）については，合併浄化槽補助金による整備区域に変更した。

使用料の見直しに関する事項
令和元年12月には江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視

野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね5年程
度で行うことが望ましいとされている。

資産活用による収入増加
の取組について

　特になし

その他の取組

事業に要する経費の財源を確保するため，本市水道事業と連携を図
り，収納率の向上を図る。
　処理区域内の未接続家屋への啓発活動による接続率の向上を図る。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託，指定管理者

制度，PPP/PFIなど）

汚水処理施設の維持管理業務は，現状では民間業者に業務委託してい
る。今後も委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

社会的状況を把握しながら包括的民間委託の導入するなど，民間活用の
可能性を検討していく。

職員給与費に関する事項

市民サービスの向上及び人件費のバランスを考慮し，最小限の人員
で最大のサービスが提供できるように定員の適正化や職員給与の適正
化に努める。

動力費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

薬品費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

修繕費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

委託費に関する事項 　委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努める。

その他の取組

　将来の下水道事業を担う人材育成を図る。
不明水は，処理経費がかさむ要因となるため費用対効果等を総合的

に検証し，効果的な不明水対策を図る。
自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，危機管理体制の強化

を図る。
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（別紙２）

４．経営戦略の事後検証，更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 ，
更 新 等 に 関 す る 事 項

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価
（Check）・改善（Act）のPDCAサイクルを活用し，持続可能な経営に向け継
続的に改善を図る。
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【特定環境保全公共下水道事業】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

特定環境保全公共下水道事業 

江田島市特定環境保全公共下水道事業の経営戦略は，経営戦略策定ガイドラインに

沿って別紙５の経営戦略調書に基づき，次のとおり作成しました。 

 

1. 江田島市の特定環境保全公共下水道事業の現状 

（１）行政人口の推移 

江田島市は，平成 16 年 11 月 1 日に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，沖美町，大

柿町が合併して誕生しました。 

平成 30 年度末時点で 22,979 人と合併から 14 年で，およそ 7,000 人減少し，過疎

化が進んでいます。特定環境保全公共下水道計画区域においても同様で年間 200 人

程度減少し，今後もこの傾向が続くと考えられます。 

 

（２）特定環境保全公共下水道の概要 

江田島市特定環境保全公共下水道事業の実施状況については，平成元年に中田処

理区域から下水道整備に着手しました。 

平成 31 年 3 月末現在においては，各処理区域の処理場は，整備完了･稼働中で，

管渠も整備完了しています。整備状況は，次のとおりです。 

  特定環境保全公共下水道は，面積 391.9ha・人口 6,830 人の計画で，平成 30

年度の事業計画の変更によって，整備率は 100％となっています。 

  処理人口普及率（処理区域内人口÷行政区域内人口×100）は，72.7％

（8,998 人/12,384 人）です。 

  水洗化率（水洗化人口÷処理区域内人口×100）は，70.3％（6,327 人/8,998

人）です。 

表 1-1 特定環境保全公共下水道の概要 

 

 

 

 

 

 

このように，平成 30 年度の事業計画の変更による未整備区域の削除によって，整備

率は 100％となります。今後は，既存施設の維持管理の効率化に取り組みます。また，

中田浄化センターは，平成 6 年度の供用開始から，おおむね 25 年が経過しています。

中田浄化センターにおいては，計画的な改築更新を踏まえた長寿命化事業により改築

更新工事を実施しています。  

計画人口 計画面積 処理能力 整備面積 整備率 処理能力（現有）
現況処理水量

（日平均）
現況処理水量

（日最大）
事業着手 供用開始 整備完了予定

切串 1,280人 118.2ha 600㎥/日 118.2ha 100.0% 600㎥/日 248㎥/日 492㎥/日 H12 H17 H23完了

大柿 1,910人 98.3ha 1,400㎥/日 98.3ha 100.0% 1,400㎥/日 586㎥/日 1,114㎥/日 H6 H15 H30完了

中田 2,220人 102.9ha 1,760㎥/日 102.9ha 100.0% 1,760㎥/日 703㎥/日 1,273㎥/日 H1 H6 H21完了

鹿川 1,420人 72.5ha 600㎥/日 72.5ha 100.0% 600㎥/日 253㎥/日 518㎥/日 H13 H18 H23完了

計 6,830人 391.9ha 4,360㎥/日 391.9ha 100.0% 4,360㎥/日 1,790㎥/日 3,397㎥/日

※　整備率＝H30年度末整備面積/全体計画面積として算出。

全体計画 現況（31年３月末現在）

処理区名事業名

特
定

環
境

保
全
公

共
下
水

道

26



 

 

 

  

江田島市特定環境保全公共下水道事業 

図 1-1 下水道施設位置図 
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2. 経営の基本方針 

江田島市においては，少子高齢化や人口減少等の社会構造の変化に対応した事業

の健全な経営が求められています。このため，平成 28 年度に，持続可能な下水道事

業の実現に向け，平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を計画期間とし，「経

営戦略」を策定しました。今回，平成 30 年度の下水道計画区域縮小に伴う事業計画

の変更に伴い，令和 2 年度から令和 11 年度までの 10 年間を計画期間として「経営

戦略」の見直しを行い，以下の基本方針に基づき経営健全化に努めます。 

 

基本方針 

  平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行いました。そ

の結果を踏まえ平成 30 年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・

大柿町大君等）については，合併浄化槽補助金による整備区域としました。よっ

て，特定環境保全公共下水道事業は，未整備区域の削除によって整備率が 100％

となり，今後は既存施設の維持管理の効率化に取り組みます。 

  施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題もあることから，各施

設のストックマネジメントによる計画的な施設更新について検討します。 

  使用料については，消費税が 10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10

月 1 日に行いました。同年 12 月に江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改

定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね

5 年程度で行うことが望ましいとされています。なお，使用料改定は，市民への

大きな負担増につながることから，慎重な検討が必要と考えています。 

 

 

3. 投資･財政計画（別紙７参照） 

（１）投資計画 

大須浄化センターを切串浄化センターに統合するための接続管渠工事及び大柿処

理区域の中継ポンプ場の改築更新工事に対する投資を予定しています。 

その他の施設の更新としては，特定環境保全公共下水道事業の区域内のマンホー

ルポンプ及びマンホール鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 
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（２）財源計画 

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年度に

江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。

令和 3 年度と令和 8 年度に使用料改定を予定して積算しています。資本的収入では，

社会資本整備総合交付金による国庫補助金，企業債の借入，受益者負担金及び損益

勘定留保資金での財源確保を見込んでいます。 

 

（３）投資以外の経費 

職員給与費については，第 4 次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき現状に

合った適正な職員数となっていることから，現状維持を見込んでいます。 

修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれな

いことや委託業者との連携による現状維持を見込んでいます。 

 

 

4. 効率化･経営健全化の取組み 

（１）組織及び人材に関する事項 

企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排

水事業を所管し，業務管理係及び工務係の 2 係で運営しています。第 4 次江田島市

行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，適正配

置を行ない効率的な人事管理を行っています。 

また，本市の下水道事業においては，平成 6 年 4 月 1 日から能美町の特定環境保

全公共下水道において地方公営企業法の適用を受け特別会計から企業会計へ移行し

ています。特定環境保全公共下水道を含む下水道事業全体では平成 23 年 4 月 1 日に

企業会計へ移行しており，公営企業として一体的な組織による運営を行い，経費の

節減を図っています。 

担当職員は，公営企業職員として，事業の能率的な経営と公共性及び企業性の発

揮に努め，目標管理や企業会計などの民間による経営管理手法を導入して，経営能

力の向上を目指します。 

また，将来の下水道事業を担う人材育成を図るため，経験のある職員による指導

や職員研修などに積極的に参加させます。 
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（２）広域化・共同化・最適化に関する事項 

大柿浄化センターでは，平成 26 年度から，江田島市前処理センター（し尿・浄化

槽汚泥脱水機施設）で脱水した,ろ液を下水道管を通じて投入し共同処理することで，

市全体の汚泥処理費の低減を図っています。平成 29 年度に「下水道計画区域見直し」

に伴う住民アンケートを行いました。その結果を踏まえ，平成 30 年度に事業計画の

変更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・大柿町大君等）については，合併浄化槽補

助金による整備区域としました。また，農業集落排水施設の大須浄化センターを廃

止し，管渠接続によって切串処理区域へ統合します。 

 

（３）投資の平準化に関する事項 

施設更新の実施に当たっては，令和元年度には江田島市下水道ストックマネジメ

ント計画を策定し，投資の平準化に努めます。 

 

（４）民間活力の活用に関する事項 

汚水処理施設の維持管理業務については，民間業者に業務委託しています。業務

内容は，処理場，ポンプ場等の維持管理，汚泥の運搬及び処分です。今後も委託業

者と連携を図り，経費節減に努めていきます。社会状況を把握しながら包括的民間

委託の導入など民間活用の可能性を検討していきます。 

 

（５）使用料，その他の収入に関する事項 

公営企業は独立採算性により，健全な経営を維持し，経営の効率化を図ることが

原則とされています。経費のうち汚水処理費については，基本的に利用者からの使

用料で負担することとされています。江田島市の使用料改定については，消費税が

10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10 月 1日に行っています。 

なお，公共下水道，特定環境保全公共下水道，農業集落排水施設を合わせた下水

道事業全体での経営健全化を目的とし，令和元年 12 月に江田島市上下水道事業審議

会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全

化の観点から概ね 5年程度で行うことが望ましいとされています。 

また，下水道管を整備しても宅地からの排水管が接続され，水洗化されなければ

使用料収入は見込めません。よって，使用料の検討に加え，戸別訪問，市広報，ホ

ームページなどで水洗化の必要性やメリットを PR し，水洗化を促進することで投資

効果の向上を図ります。合わせて水道事業との連携による，使用料の収納率の向上

を目指します。 
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（６）職員給与に関する事項 

市民サービスの向上と人件費のバランスを考慮し，最小限の人員で最大のサービ

スが提供できるように定員の適正化や職員給与の適正化に努めます。 

 

（７）動力費，薬品費，修繕費に関する事項 

汚水処理施設の維持管理委託業者と連携を図り，経費節減に努めます。 

 

（８）委託費に関する事項 

委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努めます。 

 

（９）不明水対策に関する事項 

不明水は，処理経費がかさむ要因となるため，費用対効果等を総合的に検証し，

効果的な不明水対策を図る予定です。 

 

（１０）危機管理の体制に関する事項 

自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，下水道事業業務継続計画の策定及

び職員訓練の実施により危機管理体制の強化を図ります。 

 

 

5. 経営戦略の事後検証，更新等に関する事項 

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価

（Check）・改善（Action）の PDCA サイクルを活用し，持続可能な経営に向け継続

的に改善を図ります。 
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（別紙５）

令和 2 年 3 月

令和 2 年度 令和 11 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

3,467 円（税込） 3,586 円（税込）

3,467 円（税込） 3,622 円（税込）

3,467 円（税込） 3,616 円（税込）

*2　条例上の使用料とは，一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは，料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

その他の 使用 料体 系の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度

平成29年度 平成29年度

平成30年度 平成30年度

処 理 場 数 　４箇所（切串浄化センター，大柿浄化センター，中田浄化センター，鹿川浄化センター）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

大柿浄化センターにおいては，平成26年度から，し尿･浄化槽汚泥を投入して下水道
との共同処理を実施し，市全体の汚泥処理費の低減を図っている。

*1　「広域化」とは，一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合，流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは，複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む），広域化・共同化を推進するための計画
に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知），事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を
指す。
　　 「最適化」とは，①他の事業との統廃合，②公共下水・集排，浄化槽等の各種処理施設の中から，地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理
区の統廃合を含む。），③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

処 理 区 域 内 人 口 密 度 23.0人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

無

処 理 区 数 　４処理区（切串処理区，大柿処理区，中田処理区，鹿川処理区）

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成6年4月
（22年）

法適（全部適用・一部適
用 ）
非 適 の 区 分

全部適用

事 業 名 ： 江田島市特定環境保全公共下水道事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

江田島市下水道事業経営戦略調書

団 体 名 ： 江田島市

基本料金（円）

水量 超過料金（円/m3）

（ｍ3/月） ～5

一般用家庭水

営業汚水 660

臨時用

プール用

　備考：消費税を含んだ額は，上表により算出した額に110/100を乗じる

100

200

160 175 190 200 215 240

使　用　料

10 20 30 50
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（別紙５）

③ 組　織

（２）民 間 活 力 の 活 用 等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは，下水汚泥･下水熱等，下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは，土地･建物等，下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた，収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添
付すること。

　別紙６「平成３０年度経営比較分析表」のとおり

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）
*4

　特になし

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）
*5

　特になし

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・浄化センター，ポンプ場等の維持管理
・汚泥の運搬及び処分

 イ　指定管理者制度 　特になし

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 　特になし

職 員 数
第4次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，

適正配置を行い効率的な人事管理を行っている。

事 業 運 営 組 織
企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水事業を

所管し，業務管理係及び工務係の2係で運営している。
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（別紙５）

２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において，その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

大須浄化センターを切串浄化センターに統合するための接続管渠工事及び大柿処理区域の中継ポンプ場の改築更新工
事に対する投資を予定している。

その他の施設の更新としては，特定環境保全公共下水道事業の区域内のマンホールポンプ及びマンホール鉄蓋の改築
更新工事を予定している。

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年度に江田島市上下水道事業審議会を設
置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。令和3年度と令和8年度に使用料改定を予定して積算している。資本的収入で
は，社会資本整備総合交付金による国庫補助金，企業債の借入，受益者負担金及び損益勘定留保資金での財源確保を
見込んでいる。

職員給与費については，第4次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき現状に合った適正な職員数となっていること
から，現状維持を見込んでいる。

修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれないことや委託業者との連携による現状
維持を見込んでいる。

 平成29年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行った。その結果を踏まえ，平成30年度に事業計画の変
更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・大柿町大君等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とした。よって，特定
環境保全公共下水道事業は、整備率が平成30年度の事業計画の変更による未整備区域の削除によって100.0％となり，
今後は既存施設の維持管理の効率化に取り組む。
 施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題もあることから，各施設のストックマネジメントによる計画的
な施設更新，維持管理の効率化などについても検討する。
 使用料については，消費税が10パーセントになることに伴う改定を令和元年10月1日に行った。令和元年12月には江田島
市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね5
年程度で行うことが望ましいとされている。なお，使用料改定は，市民への大きな負担増につながることから，慎重な検討
が必要である。

投資・財政計画（収支計画） ： 別紙７参照
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（別紙５）

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は，処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

資産活用による収入増加
の取組について

　特になし

その他の取組

事業に要する経費の財源を確保するため，本市水道事業と連携を図
り，収納率の向上を図る。
　処理区域内の未接続家屋への啓発活動による接続率の向上を図る。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

　特になし

その他の取組
平成29年度に「下水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行った。そ

の結果を踏まえ，平成30年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（大柿町
柿浦・大柿町大君等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とした。

使用料の見直しに関する事項
令和元年12月には江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視

野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね5年程
度で行うことが望ましいとされている。

*　（１）において黒字の場合においても，投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について，その内容
等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

大柿浄化センターでは，平成26年度から，江田島市前処理センター（し尿・
浄化槽汚泥脱水機施設）で脱水した,ろ液を下水道管を通じて投入し共同処
理することで，市全体の汚泥処理費の低減を図っている。平成29年度に「下
水道計画区域見直し」に伴う住民アンケートを行った。その結果を踏まえ，平
成30年度に事業計画の変更を行い，未整備区域（大柿町柿浦・大柿町大君
等）については，合併浄化槽補助金による整備区域とした。また，農業集落排
水施設の大須浄化センターを廃止し，管渠接続によって切串処理区域へ統
合する。

投資の平準化に関する事項
令和元年度には江田島市下水道ストックマネジメント計画を策定し，投資の

平準化に努める。

 （１）において，純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず，赤字が発生している場合
には，赤字の解消に向けた取組の方向性，検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載する
こと。
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（別紙５）

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４．経営戦略の事後検証，更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 ，
更 新 等 に 関 す る 事 項

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価
（Check）・改善（Act）のPDCAサイクルを活用し，持続可能な経営に向け継
続的に改善を図る。

修繕費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

委託費に関する事項 　委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努める。

その他の取組

　将来の下水道事業を担う人材育成を図る。
不明水は，処理経費がかさむ要因となるため費用対効果等を総合的

に検証し，効果的な不明水対策を図る。
自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，危機管理体制の強化

を図る。

職員給与費に関する事項

市民サービスの向上及び人件費のバランスを考慮し，最小限の人員
で最大のサービスが提供できるように定員の適正化や職員給与の適正
化に努める。

動力費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

薬品費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託，指定管理者

制度，PPP/PFIなど）

汚水処理施設の維持管理業務について，現状は民間業者に業務委託
している。今後も委託業者と連携を図り，経費節減に努める。社会状
況を把握しながら包括的民間委託の導入など民間活用の可能性を検討
していく。
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定
資

産
減

価
償

却
率

」
及
び

「
管

渠
老
朽

化
率
」

に
つ
い

て
は
、

法
非

適
用
企

業
で
は

算
出
で

き
な

い
た
め

、
法
適

用
企
業

の
み
の

類
似
団

体
平
均

値
及
び

全
国
平

均
を
算

出
し
て

い
ま

す
。

経
営

比
較

分
析

表
（

平
成

3
0
年

度
決

算
）

広
島

県
　

江
田

島
市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

1
0
0
.
7
1

2
3
3
.
3
5

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適

用
下
水

道
事
業

特
定

環
境

保
全

公
共

下
水
道

D
2

非
設

置
2
2
,
9
7
9

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
7
3
.
4
3

3
9
.
1
6

9
3
.
9
6

3
,
4
6
6

8
,
9
9
8

3
.
8
4

2
,
3
4
3
.
2
3

【
有

形
固

定
資
産

減
価
償

却
率
・

管
渠
老

朽
化
率

・
管

渠
改

善
率

】
　

平
成
2
6
年

度
の

減
価
償

却
率
の

増
加
は

，
制
度

改
正

に
伴

う
減

価
償

却
累
計

額
の
増

加
に
よ

る
も
の

で
あ
る

。
　

管
渠
老

化
率
，

管
渠
改

善
率
は

と
も
に

0
％

で
推

移
し
て

い
る

。
　

平
成
6
年

度
に

供
用

開
始

し
，
2
4
年

が
経

過
し
た

。
管
渠

が
耐

用
年

数
を
経

過
す
る

に
は
ま

だ
年
数

が
あ
る

と
は

い
え

，
今
後

，
経
年

に
よ
る

施
設
の

老
朽
化

，
維
持

修
繕

，
更

新
費

用
が

増
大
す

る
見
込

み
で
あ

り
，
長

寿
命
化

計
画

（
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
計

画
）
に

基
づ
き

計
画
的

な
更

新
を

図
っ

て
い

く
必
要

が
あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
水

洗
化

率
の
向

上
の
た

め
，
未

接
続
世

帯
の
実

態
把

握
，

啓
発

等
に

よ
り
接

続
推
進

を
継
続

し
て
い

く
。

　
経

費
回

収
率
の

向
上
，

基
準
外

繰
入
の

解
消
の

た
め

，
使

用
料

の
改

定
に
よ

る
収
入

の
確
保

や
維
持

管
理
経

費
の

節
約

な
ど

に
努

め
る
。

　
企

業
債

残
高
が

多
額
で

，
負
担

が
大
き

い
。
平

成
3
5
年
度

ま
で

整
備

を
休
止

し
て
い

た
区
域

は
，
整

備
計
画

の
縮

小
に

方
針

転
換

し
た
た

め
，
将

来
的
な

負
担
の

増
大
は

軽
減

さ
れ

た
が

，
企

業
債
残

高
は
多

額
で
あ

り
，
引

き
続
き

経
費

の
節

約
な

ど
，

経
営
健

全
化
に

努
め
る

。
　

管
渠
の

老
朽
化

率
等
は

低
い
も

の
の
，

今
後
，

経
年

に
よ

る
修

繕
・

更
新
費

用
の
増

大
も
見

込
ま
れ

る
た
め

，
経

営
戦

略
及

び
長

寿
命
化

計
画
（

ス
ト
ッ

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
計

画
）

に
基

づ
き

計
画
的

な
修
繕

・
更
新

に
取
り

組
む
。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

【
経

常
収

支
比

率
・
累

積
欠

損
金

比
率

】
　

経
常

収
支

比
率

は
1
0
0
％

で
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移
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て
お

り
，

累
積

欠
損

も
発
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い

な
い
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一
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計

繰
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も
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で
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続
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外
繰

入
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縮
小

・
解

消
に

向
け

，
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営
改

善
に

取
り

組
む

必
要

が
あ
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。

【
流

動
比

率
】

　
平

成
2
6
年

度
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制
度

改
正
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よ
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減

少
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た
が

，
流

動
負

債
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建
設

改
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費
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充
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ら
れ

た
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業
債

の
比

率
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高
い

こ
と

に
よ

る
。

【
企

業
債

対
事

業
規

模
比

率
】

　
類

似
団

体
平

均
を

大
き

く
上

回
っ

て
お

り
，

整
備

に
伴

う
企

業
債

の
借

入
に

よ
る

企
業

債
残

高
が

多
額

で
あ

る
。

整
備

計
画

の
変

更
を

予
定

し
て

お
り

，
縮

小
に

伴
い

整
備

に
係

る
借

入
は

減
少

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
【
経

費
回

収
率

・
汚

水
処

理
原

価
・
施

設
利

用
率

・
水

洗
化

率
】

　
水

洗
化

率
は
,
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

が
，

約
7
0
％

前
後

と
低

く
，

類
似

団
体

平
均

を
大

き
く
下

回
っ

て
い

る
。

経
費

回
収

率
，

施
設

利
用

率
も

類
似

団
体

平
均

を
上

回
る

も
の

の
，

高
齢

化
や

家
屋

の
老

朽
化

，
経

済
的

理
由

な
ど

に
よ

る
未

接
続

世
帯

が
多

い
。

水
洗

化
促

進
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の
訪

問
等
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よ

る
普

及
促

進
を

引
き

続
き

継
続

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
　

汚
水

処
理

原
価

は
，

約
2
0
0
円

で
類

似
団

体
よ

り
も

低
い

状
態

で
推

移
し

て
お

り
，

経
費

回
収

率
も

類
似

団
体

平
均

を
上

回
っ

て
い

る
。

引
き

続
き

接
続

の
推

進
に

よ
る

収
入

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

，
維

持
管

理
経

費
の

節
減

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。
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【農業集落排水事業】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

農業集落排水事業 

江田島市農業集落排水事業の経営戦略は，経営戦略策定ガイドラインに沿って別紙

８の経営戦略調書に基づき，次のとおり作成しました。 

 

1. 江田島市の農業集落排水事業の現状 

（１）行政人口の推移 

江田島市は，平成 16 年 11 月 1 日に安芸郡江田島町，佐伯郡能美町，沖美町，大

柿町が合併して誕生しました。 

平成 30 年度末時点で 22,979 人と合併から 14 年で，およそ 7,000 人減少し，過疎

化が進んでいます。農業集落排水区域においても同様で年間 100 人程度減少し，今

後もこの傾向が続くと考えられます。 

 

（２）農業集落排水事業の概要 

江田島市農業集落排水事業の実施状況については，平成 7 年に沖地区から下水道

整備に着手しました。 

平成 31 年 3 月末現在においては，各処理区域の処理場は，整備完了･稼働中で，

管渠も整備完了しています。整備状況は，以下のとおりです。 

農業集落排水は，面積 111.3ha・人口 5,190 人の計画で平成 19 年度に整備を完了

し，整備率は 100％となっています。 

  処理人口普及率（処理区域内人口÷行政区域内人口×100）は，93.2％

（2,882 人/3,092 人）です。 

  水洗化率（水洗化人口÷処理区域内人口×100）は，71.1％（2,050 人/2,882

人）です。 

表 1-1 農業集落排水事業の概要 

 

 

 

 

 

このように平成 19 年度末で全体の 100％の整備が完了しています。今後は，更な

る既存施設の維持管理の効率化に取り組みます。また，平成 11 年度の供用開始から

20 年が経過し，計画的な改築更新も必要となってきています。 

  

計画人口 計画面積 処理能力 整備面積 整備率 処理能力（現有）
現況処理水量

（日平均）
現況処理水量

（日最大）
事業着手 供用開始 整備完了予定

三高 2,630人 59.2ha 711㎥/日 59.2ha 100.0% 711㎥/日 278㎥/日 617㎥/日 H14 H18 H19完了

沖 2,560人 52.1ha 692㎥/日 52.1ha 100.0% 692㎥/日 200㎥/日 566㎥/日 H7 H11 H12完了

計 5,190人 111.3ha 1,403㎥/日 111.3ha 100.0% 1,403㎥/日 478㎥/日 1,183㎥/日

※　整備率＝H30年度末整備面積/全体計画面積として算出。

全体計画 現況（31年３月末現在）

処理区名

農
業
集
落
排
水

事業名
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江田島市農業集落排水事業 

図 1-1 下水道施設位置図 

41



 

2. 経営の基本方針 

江田島市においては，少子高齢化や人口減少等の社会構造の変化に対応した事業

の健全な経営が求められています。このため，平成 28 年度に，持続可能な下水道事

業の実現に向け，平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を計画期間とし，「経

営戦略」を策定しました。今回，平成 30 年度の事業計画の変更に伴い，令和 2 年度

から令和 11 年度までの 10 年間を計画期間として「経営戦略」の見直しを行い，以

下の基本方針に基づき経営健全化に努めます。 

 

基本方針 

  整備率は，100.0％です。 

  施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題を踏まえ，各施設のス

トックマネジメントによる計画的な施設更新，維持管理の効率化を行います。 

  使用料については，消費税が 10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10

月 1 日に行いました。同年 12 月に江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改

定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全化の観点からおお

むね 5 年程度で行うことが望ましいとされています。なお，使用料改定は，市民

への大きな負担増につながることから，慎重な検討が必要と考えています。 

 

3. 投資･財政計画（別紙 10参照） 

（１）投資計画 

平成 30 年度の事業計画の変更によって，農業集落排水事業の大須処理区域は，特

定環境保全公共下水道の切串地区へ移管されています。その他の施設の更新として

は，三高・沖処理区域の浄化センター機器や同処理区域内のマンホールポンプ及び

マンホール鉄蓋の改築更新工事を予定しています。 

 

（２）財源計画 

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年度に

江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。

令和 3年度と令和 8年度に使用料改定を予定して積算しています。 

資本的収入では，農山漁村地域整備交付金による国庫補助金，負担金及び損益勘

定留保資金での財源確保を見込んでいます。 

 

（３）投資以外の経費 

職員給与費については，公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業で充て

ているため，計上していません。修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大

規模な施設の拡張が見込まれないことや委託業者との連携による現状維持を見込ん

でいます。  
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4. 効率化･経営健全化の取組み 

（１）組織及び人材に関する事項 

企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排

水事業を所管し，業務管理係及び工務係の 2 係で運営しています。第 4 次江田島市

行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，適正配

置を行い効率的な人事管理を行っています。 

また，企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業

集落排水施設の事業を所管しています。 

本市の下水道事業においては，平成 6 年 4 月 1 日から能美町の特定環境保全公共

下水道において地方公営企業法の適用を受け特別会計から企業会計へ移行していま

す。農業集落排水事業を含む下水道事業全体では平成 23 年 4 月 1 日に企業会計へ移

行しており，公営企業として一体的な組織による運営を行い，経費の節減を図って

います。 

担当職員は，公営企業職員として，事業の能率的な経営と公共性及び企業性の発

揮に努め，目標管理や企業会計などの民間による経営管理手法を導入して，経営能

力の向上を目指します。 

また，将来の下水道事業を担う人材育成を図るため，経験のある職員による指導

や職員研修などに積極的に参加させます。 

 

（２）広域化・共同化・最適化に関する事項 

農業集落排水事業の施設であった大須浄化センターを廃止し，特定環境保全公共

下水道事業の切串処理区域へ統合します。これによって，更新費及び管理運営費の

低減を図る予定です。 

 

（３）投資の平準化に関する事項 

平成 30 年度に江田島市農業集落排水施設最適整備構想を策定しており，同構想を

基に適切な改築更新計画を策定し，投資の平準化に努めます。 

 

（４）民間活力の活用に関する事項 

汚水処理施設の維持管理業務については，民間業者に業務委託しています。業務

内容は，処理場，ポンプ場等の維持管理，汚泥の運搬及び処分です。今後も委託業

者と連携を深め，経費節減に努めていきます。社会状況を把握しながら包括的民間

委託の導入など民間活用の可能性を検討していきます。 
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（５）使用料，その他の収入に関する事項 

公営企業は独立採算性により，健全な経営を維持し，経営の効率化を図ることが

原則とされています。経費のうち汚水処理費については，基本的に利用者からの使

用料で負担することとされています。江田島市の使用料改定については，消費税が

10 パーセントになることに伴う改定を令和元年 10 月 1日に行っています。 

なお，公共下水道，特定環境保全公共下水道，農業集落排水施設を合わせた下水

道事業全体での経営健全化を目的とし，令和元年 12 月に江田島市上下水道事業審議

会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行います。使用料改定は，経営の健全

化の観点から概ね 5年程度で行うことが望ましいとされています。 

また，下水道管を整備しても宅地からの排水管が接続され，水洗化されなければ

使用料収入は見込めません。よって，使用料の検討に加え，戸別訪問，市広報，ホ

ームページなどで水洗化の必要性やメリットを PR し，水洗化を促進することで投資

効果の向上を図ります。合わせて水道事業との連携による，使用料の収納率の向上

を目指します。 

 

（６）動力費，薬品費，修繕費に関する事項 

汚水処理施設の維持管理委託業者と連携を図り，経費節減に努めます。 

 

（７）委託費に関する事項 

委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努めます。 

 

（８）不明水対策に関する事項 

不明水は，処理経費がかさむ要因となるため，費用対効果等を総合的に検証し，

効果的な不明水対策を図る予定です。 

 

（９）危機管理の体制に関する事項 

自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，下水道事業業務継続計画の策定及

び職員訓練の実施により危機管理体制の強化を図ります。 
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5. 経営戦略の事後検証，更新等に関する事項 

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価

（Check）・改善（Action）の PDCA サイクルを活用し，持続可能な経営に向け継続

的に改善を図ります。 
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(別紙８）

令和 2 年 3 月

令和 2 年度 令和 11 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

3,467 円（税込） 3,390 円（税込）

3,467 円（税込） 3,422 円（税込）

3,467 円（税込） 3,400 円（税込）

*2　条例上の使用料とは，一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは，料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

その他の 使用 料体 系の
概 要 ・ 考 え 方

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成28年度

平成29年度 平成29年度

平成30年度 平成30年度

処 理 場 数 　２箇所（三高浄化センター，沖浄化センター）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

農業集落排水施設であった大須浄化センターを廃止し，特定環境保全公共下水道事業の切
串処理区へ統合する。これによって，更新費及び管理運営費の低減を図る。

*1　「広域化」とは，一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合，流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは，複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む），広域化・共同化を推進するための計画
に基づき実施する施設の整備（総務副大臣通知），事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を
指す。
　　 「最適化」とは，①他の事業との統廃合，②公共下水・集排，浄化槽等の各種処理施設の中から，地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理
区の統廃合を含む。），③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

処 理 区 域 内 人 口 密 度 25.9人/ha
流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

無

処 理 区 数 　２処理区（三高地区，沖地区）

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成11年4月
（17年）

法適（全部適用・一部適
用 ）
非 適 の 区 分

全部適用

事 業 名 ： 江田島市農業集落排水事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

江田島市下水道事業経営戦略調書

団 体 名 ： 江田島市

基本料金（円）

水量 超過料金（円/m3）

（ｍ
3
/月） ～5

一般用家庭水

営業汚水 660

臨時用

プール用

　備考：消費税を含んだ額は，上表により算出した額に110/100を乗じる

100

200

160 175 190 200 215 240

使　用　料

10 20 30 50
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(別紙８）

③ 組　織

（２）民 間 活 力 の 活 用 等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

*4　「エネルギー利用」とは，下水汚泥･下水熱等，下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは，土地･建物等，下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた，収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添
付すること。

　別紙９「平成３０年度経営比較分析表」のとおり

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）
*4

　特になし

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）
*5

　特になし

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

・浄化センター，ポンプ場等の維持管理
・汚泥の運搬及び処分

 イ　指定管理者制度 　特になし

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 　特になし

職 員 数
第4次江田島市行財政改革大綱（R2～R6)に基づき，現状に合った適正な職員数管理により，

適正配置を行い効率的な人事管理を行っている。

事 業 運 営 組 織
企業局下水道課においては，公共下水道・特定環境保全公共下水道・農業集落排水事

業を所管し，業務管理係及び工務係の2係で運営している。
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(別紙８）

２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において，その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　平成30年度の事業計画の変更によって，農業集落排水事業の大須処理区は，特定環境保全公共下水道事業の切串処
理区域へ移管された。
　その他の施設の更新としては，三高・沖処理区域の浄化センター機器や同処理区域内のマンホールポンプ及びマンホー
ル鉄蓋の改築更新工事を予定している。

収益的収入の使用料については，下水道事業の経営健全化のため，令和元年度に江田島市上下水道事業審議会を設
置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。令和3年度と令和8年度に使用料改定を予定して積算している。
資本的収入では，農山漁村地域整備交付金による国庫補助金，負担金及び損益勘定留保資金での財源確保を見込んで
いる。

　職員給与費については，公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業で充てているため，計上しない。
また、修繕費，薬品費，動力費，委託費については，大規模な施設の拡張が見込まれないことや委託業者との連携によ

る現状維持を見込んでいる。

  整備率は，100.0％である。
 施設の老朽化や人口減少による使用料収入の減収等の課題を踏まえ，各施設のストックマネジメントによる計画的な施
設更新，維持管理の効率化を行う。
 使用料については，消費税が10パーセントになることに伴う改定を令和元年10月1日に行った。令和元年12月には江田
島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね
5年程度で行うことが望ましいとされている。なお，使用料改定は，市民への大きな負担増につながることから，慎重な検討
が必要である。

投資・財政計画（収支計画） ： 別紙10参照
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(別紙８）

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は，処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

 （１）において，純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず，赤字が発生している場合
には，赤字の解消に向けた取組の方向性，検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載する
こと。

*　（１）において黒字の場合においても，投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について，その内容
等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項
農業集落排水事業の施設であった大須浄化センターを廃止し，特定環境

保全公共下水道事業の切串処理区へ統合する。これによって，更新費及び
管理運営費の低減を図る。

投資の平準化に関する事項
平成30年度に江田島市農業集落排水施設最適整備構想を策定しており，

同構想を基に適切な改築更新計画を策定し，投資の平準化に努める。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

　特になし

その他の取組 　特になし

使用料の見直しに関する事項

令和元年12月には江田島市上下水道事業審議会を設置し，料金改定を視
野に入れた検討を行う。使用料改定は，経営の健全化の観点から概ね5年程
度で行うことが望ましいとされている。

資産活用による収入増加
の取組について

　特になし

その他の取組

事業に要する経費の財源を確保するため，本市水道事業と連携を図
り，収納率の向上を図る。
　処理区域内の未接続家屋への啓発活動による接続率の向上を図る。

49



(別紙８）

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４．経営戦略の事後検証，更新等に関する事項

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 ，
更 新 等 に 関 す る 事 項

社会構造及び状況変化を考慮しながら，計画（Plan)・実行（Do）・評価
（Check）・改善（Act）のPDCAサイクルを活用し，持続可能な経営に向け継
続的に改善を図る。

修繕費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

委託費に関する事項 　委託の内容を随時精査し，委託費の適正化に努める。

その他の取組

　将来の下水道事業を担う人材育成を図る。
不明水は，処理経費がかさむ要因となるため費用対効果等を総合的

に検証し，効果的な不明水対策を図る。
自然災害や事故等の不測の事態に備えるため，危機管理体制の強化

を図る。

職員給与費に関する事項
公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業で充てているた

め，計上していない。

動力費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

薬品費に関する事項 　委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託，指定管理者

制度，PPP/PFIなど）

汚水処理施設の維持管理業務は，民間業者に業務委託している。今
後も委託業者と連携を図り，経費節減に努める。

社会状況を把握しながら包括的民間委託の導入など民間活用の可能
性を検討していく。
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(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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（
※

）
平

成
2
8
年

度
地

方
債

同
意

等
基

準
運

用
要

綱
第

一
の

一
の

４
に

該
当

す
る

事
業

が
作

成
す

る
「
収

支
計

画
」
に

つ
い

て
、

「
公

営
企

業
の

経
営

に
当

た
っ

て
の

留
意

事
項

に
つ

い
て

」
（
平

成
2
6
年

８
月

2
9
日

付
け

総
財

公
第

1
0
7
号

・
総

財
営

第
7
3
号

・

　
総

財
準

第
8
3
号

）
に

定
め

る
「
経

営
戦

略
」
を

未
策

定
の

団
体

に
あ

っ
て

は
、

本
様

式
に

よ
り

提
出

す
る

こ
と

。

本
年

度
3
年

度
4
年

度
5
年

度
6
年

度
7
年

度
8
年

度
9
年

度
1
0
年

度
1
1
年

度

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

工
事

負
担

金

そ
の

他

計
(A

)の
う

ち
翌

年
度

へ
繰

り
越

さ
れ

る
支

出
の

財
源

充
当

額
純

計
(A

)-
(B
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資 本 的 支 出

建
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改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業
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還
金

他
会
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入
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還
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他
会

計
へ
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支

出
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3
年

度

そ
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他

計
資

本
的

収
入

額
が

資
本

的
支

出
額

に
不

足
す

る
額

  
  
 　

　
  
  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

5
年

度
6
年

度
7
年

度
8
年

度
9
年

度

補
塡

財
源

不
足

額
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(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

本
年

度

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

1
0
年

度
1
1
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

4
年

度
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